
  
 

学校だより第１８号 
令和８年３月２４日 
武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

 学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆チーム担任制 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育・学びのＤＸ化の推進  ☆コミュニティ・スクールの導入促進  

 

 

 
 

２月２７日（金）に、第３回学校運営協議会がありました。給食参観及び会食をした後、コミュニティ・
スクールの取り組みや学校評価についての報告と協議を行いました。 
 「学校の友達と先生との和」「家庭との和」「地域との和」の三つの和を大切にしながら、協力いただき
ながら、児童信条「やればできる 磨けば光る 一歩でも前進 続けて 続けて」の精神で、やさしい子・
かしこい子・たくましい子を育ててきたこと、落ち着いた規則正しい生活が送れるように「あいさつ」「返
事」あたりまえのことがあたりまえにできる凡事徹底、名前札、体育館への入退場、トイレのスリッパ・靴
箱などをそろえていること、志を高める教育と教育の環境整備、情操教育、人や地域を思いやる力を育てて
いることなどについて報告しました。 

令和７年度学校経営を大きく振り返ると、主に下記の成果がありました。詳細は、学校評価をご覧いただ
ければと思います。アンケートのご協力とご支援誠にありがとうございました。次年度の計画に参考にさせ
ていただきます。 
(1) 確かな学力を育む教育活動の推進 

・  「ＩＣＴの効果的な活用ができている」と回答した職員は、100%であり、校内研の国語・算数の授業
を中心に学びのDX化を図ることができた。学校全体の単元別テスト到達度平均は、年間をとおして
86.9%と十分に近い達成ができている。 

(2) 豊かな心を育む教育活動の推進 
・  保護者の100%が「学校は地域に根ざした特色ある教育を行っている」「学校は一人一人の子供を大事

にしている」と回答しており、強力な「三つの和」により自己肯定感が高まり、年間をととおしてQU
テストの満足群の全校平均も62%と高い。 

(3) 家庭・地域との連携強化 
・  育友会や地域、関係機関及び部会組織と協議を進め、花まるタイムでは、毎回、10名から20名の支援

をいただきながら、予定している行事や教育活動を100%行うことができた。運動会や相撲大会、とき
わ祭りも地域や育友会と改善を図っている。 

 
 
３月６日（金）の１校時にあすなろの卒業式がありました。そし

て、３月１３日（金）は、第７９回卒業証書授与式でした。卒業式
のねらいに「在校生は、厳粛な式での規律を知り、卒業生を祝福す
ると共に本校の伝統を受け継ぐ意識を高めさせる。」とあります。
来賓の皆様、保護者の皆様、職員そして在校生も参加しての卒業式
でした。みんなで２１名の卒業生を祝福しました。橘小学校は、明
治８年以降、１５１年目を迎えています。長い歴史と伝統を味わい
ながら、ふるさと橘町の人のぬくもりや自然を財産として、橘町へ
の感謝の心を忘れることなく、自分の夢を実現し、夢を与え、ふる
さと橘愛を忘れずに大きく成長してほしいと願っています。 
 
 

延長戦もありますが、教職生活３８年。振り返ると多くの出会い、学びがありましたが、この言葉が、率
直な感想です。私が教師として、産声を上げたのは、役職定年する本校、橘小学校です。文部省の「勤労生
産学習研究推進校」の指定校で、元号が変わる平成元年１０月が、研究発表会でした。３年理科「季節と生
きもの（秋）」の公開授業を行い、ヘチマの成長について、子どもたちとまとめ上げたのを覚えています。
また、平成２年７月２日の大水害が思い出です。ライスセンターから旧ＪＡまで、腰まで水に浸かりながら
歩き、旧ＪＡから校門までは泳いだことや旧校舎の廊下から校長先生とレスキュー隊にボートで救出され
たことを今でも忘れません。その当時の出来事は、平成３１年発行の「橘町近代・現代史」に、「ずぶ濡れ
の先生が出勤して来た。」と記されています。それから、赴任校の先々で、様々な研究発表や研修の機会を
いただき、自己研鑽させていただきました。大学院や教育センター、県小理では、専門の理科を学ばせてい
ただき、幸せな教職生活でした。そして、この思い出深い橘小学校で、赴任当時の子どもたちが、保護者と
なり、その当時の親が地域を支えていらっしゃいます。そんな協力体制の中で、最後の３年間を支えていた
だいたのも幸せでした。また、本校で１５０周年を迎え、１５１年目の令和７年９月に１５０周年記念式典
を行いました。歴代校長としては、偶然にも第５０代校長であり、伝統ある鼓笛隊も今年度で、６０周年目
を迎えます。私と同じ還暦の年です。このように重なるのは、偶然でしょうか、必然なのでしょうか。不思
議な因果を感じています。新規採用から３年間、橘小学校校長として、３年間、大変お世話になりました。
そして、誠にありがとうございました。 


